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本人漢字氏名
※左詰め・「姓」と「名」の間は１マス空ける。・濁点（゛）等は１マス使用

生年月日
年(西暦) 月 日

独立行政法人

日本学生支援機構理事長　殿

□

確認しました■重要事項確認(必須)　奨学金の申込みにあたって、以下の事項を全て確認し、チェック欄にチェックをつけてください。

①　あなたは編入前の学校(短期大学・高等専門学校・専修学校専門課程)を2024年４月以降に卒業または修了しましたか。
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月 日

♦基本情報
性別 本人氏名（カタカナ）

※左詰め・「姓」と「名」の間は１マス空ける・濁点（゛）等は１マス使用

【学生記入欄】

②　あなたは2025年４月以降に転入校(現在の学校)へ編入しましたか。

③　第一種奨学金の貸与を受けていた人が、本様式を提出する場合は、第二種奨学金に変更されて継続されます。

④　入学時特別増額貸与奨学金を希望する人は「貸与奨学金継続願(編入学)」と併せて

　　　「入学時特別増額貸与奨学金申込書（編入学用）」および添付書類の提出が必要です。

⑤　在学中の学業成績や家計状況が基準を満たさない場合、奨学金が受けられなくなることがあります。

⑥　奨学金支給中に様々な届出や報告などを求めることがあります。

　　　必要な手続きを行わない場合、奨学金の振込みが遅れたり、止まったりする可能性があります。

⑦　貸与奨学金はあなた本人に返還の義務があり、期日までに返還誓約書を提出しなければなりません。

　　　提出しない場合、採用が取り消されます。また、借りる金額が大きいと返す時の負担も大きくなります。

　　　貸与月額は、月々必要となる金額をよく考えて選ぶ必要があります。

⑧　貸与奨学金の返還を延滞すると、延滞金が賦課されます。延滞が長くなると法的措置等が行われることがあります。

　　　また、奨学金の返還が困難になった場合は、願出により、毎月の返還額を２／３、 1／2、１／３又１／４に減額し返還期間を延長する

　　　「減額返還制度」や、一定期間返還期限を先延ばしする「返還期限猶予制度」を利用できる場合があります。
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　※振込口座は「奨学生本人名義」の普通預金口座(ゆうちょ銀行は通常貯金口座)に限ります。

・「0 ゆうちょ銀行」を選択した方

・「1～４　ゆうちょ銀行以外の金融機関」を選択した方
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（該当の数字に○） 記号※左詰め

預金種目

普通

(総合)

自宅
(昼夜開講含む)

1

夜

2
00 6

銀行

信用金庫

労働金庫

信用組合

支店

出張所

7

奨学金振込口座

2

【学校担当者記入欄】
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下記のとおり編入学しましたので、奨学金貸与の継続をお願いします。

なお、奨学金貸与の継続を願い出るにあたり、私は、「確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書」・「奨学金案内」記載の「個人信用情報同意条項」、

「貸与奨学金の申込資格」及び「保証委託約款」（機関保証加入の場合）を確認・承認したうえで、署名した「確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意

書」を本様式とともに提出します。

ご提供いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は、機構の奨学金支給業務及び奨学金貸与業務（返還業務を含む。）及び在籍する学校での授業料等減免業務のために利用されます。この利用目的

の適正な範囲内において、当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む。）が、学校、金融機関、文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供されますが、その他の目的には利用されません。機関保

証加入者については、機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に提供されます。また、行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は、適正な

範囲内においてあなたの情報が提供されます。

♦学校情報（転入・編入校）※赤線太枠内は転入（編入）校担当者が記入してください。

♦学校情報（転出・編出校）

♦口座情報

上記のとおり、編入学により本学に転入したことを証明し、願出は適当と認めます。

転入（編入）校の証明　　　2025　　　年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

学校名　　　国立大学法人　長岡技術科学大学

学校長　　　　学長　　鎌土 重晴
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※黒線太枠内は学生本人が記入してください。
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